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長崎県西彼杵半島北部および東彼杵郡北西部の放射能強度調査報告

清島信之＊原田種成＊

要　　旨

　長崎県西彼杵半島北部に発達する第四紀玄武岩類の活

動中に堆積した一部で礫岩質の凝灰角礫岩は，西海凝灰

角礫岩あるいは面高礫岩に相当し，局部的に堆積層理を

示す。さらに，本岩に対比される凝灰角礫岩が，東彼杵郡

川棚町・東彼杵町付近に分布し，薄い湖成層を挾在する。

既往資料に基づき，これら堆積層理を示す箇所を選択

し，主な調査対象としたが，放射能異常はまったく認め

られなカ・った。

1．緒　　言

西彼杵半島北部で結晶片岩や第三紀層，旧期玄武岩な

どを不整合におおっている一部で礫岩質の凝灰角礫岩

は，調査者により面高礫岩層あるいは西海凝灰角礫岩と

も呼称され，また，前者を下部とし，後者を上部と区別

する場合もあるが，一部で堆積層理を示し，砂質～泥質

岩からは植物化石を産し，地質年代は更新世に属する。

本項では，この不整合の礫岩質凝灰角礫岩を面高礫岩

層としてとりあつかったが，東彼杵郡下にも，本層に対
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地質調査所月報（第22巻第8号）

比される凝灰角礫岩層中に湖成堆積物がみとめられ，砂

岩・凝灰岩・泥岩・亜炭・珪藻土および褐鉄鉱鉱層を挾

在し，かつて，褐鉄鉱鉱床として稼行された。放財能強

度の測定は，これら堆積層理を示す部分，ならびに一部

で，基盤岩である結晶片岩帯中の分泌石英脈を対象とし

た。

　調査期間および調査者は下記のとおりである。

　調査期間　自　昭和45年3月18日

　　　　至　　〃　　〃　23目

　調査者　　九州出張所

　　　　　通産技官　清島信之

　　　　　通産技官　原田種成

2．調査位置

調査範囲は西彼杵半島の北部，西彼杵郡大瀬戸町・西

海町・西彼町，さらに，大村湾を隔てて東彼杵郡川棚町

および東彼杵町の一部と広域に跨がるが，面高礫岩層分

布区域を主な調査対象として，測定地点を選択したた

め，調査内容は局部的成果にとどまった。

3．地質概要

西彼杵半島の骨格を構成して広域を占める石墨絹雲母

片岩は，三波川結晶片岩類に属し，当地域でももっとも

古い。その片理の方向はN　S性であるが，調査地のほぼ

中央部におけるドーム状構造に支配されて，半島の東側

ではNEへ，西側ではNWの傾斜を示す。

　さらに，本岩中には多くの場合，その片理の方向と一

致して蛇紋岩の小貫入体が各所に分布し，従来から，し

ばしば，稼行の対象となっている小規模な滑石鉱床を胚

胎している。

　このほか，先第三紀としては文献（長浜春夫・松井

和典，19583今井功・松井和典・水野篤己・長浜春夫，

1965）によれば，圧砕花闇岩が呼子，瀬戸付近の海岸や

小島に小露出する。

　調査地内における第三系は，ほとんど，古第三紀に属

する西彼杵層群で，一部に新第三紀の佐世保層群が分布

する。西彼杵層群は砂岩・泥岩および凝灰岩などからな

り，海成層と考えられている。

　半島の北端に一部に分布する佐世保層群は，最下部の

相ノ浦層で，礫岩・粗粒砂岩・泥岩からなり，石炭層を

介在する。

　20万分のl　r長崎図幅」によれば，これより上位の新

第三系には，下部から長崎火山岩類の安山岩類，玄武岩

および安山岩凝灰角礫岩からなる早岐火山岩類，さら

に，安山岩・流紋岩・玄武岩からなる伊万里火山岩類と

区分されているが，5万分の1r蛎ノ浦図幅」では，

r長崎図幅」で伊万里火山岩類に含まれる流紋岩が，石

英安山岩として新第三系の上部にあり，また，r長崎図

幅」の早岐火山岩類は，　r蛎ノ浦図幅」では第四紀西海

凝灰角礫岩としてとりあつかわれており，層序の点で両

者にはかなり食い違いがみられる。

　「長崎図幅」の早岐火山岩類，r蛎ノ浦図幅」の西海

凝灰角礫岩が，本項で呼称する面高礫岩層に相当するも

のであるが，添付した地質図は一応r長崎図幅」に準じ

た。

　第四紀の玄武岩熔岩は，多量の凝灰角礫岩＝西海凝灰

角礫岩＝面高礫岩層をともない，本岩を境としてr蛎ノ

浦図幅」では玄武岩を上部・下部に区分している。r長

崎図幅」では北松玄武岩と呼称され，中部・上部と区分

されている玄武岩は，いずれもr蛎ノ浦図幅」では上部

玄武岩類に該当する。

　下部玄武岩類は主として珪質玄武岩と，紫蘇輝石の斑

晶にとむ玄武岩からなる。これを不整合におおって，今

回の主な調査対象となった面高礫岩層が堆積する。

　面高礫岩層は大部分が安山岩および玄武岩礫から構成

され，礫は径数cmより大は1mにおよぶ角礫～亜円礫

で，凝灰質物で膠結されている。その分布は，とくに，

半島北端一帯で発達し，面高海岸はその模式地の一っで

ある。本岩中には，局部的にその上部に珪長質火山岩源

の砂質凝灰岩・泥質岩の薄層，および玄武岩質赤色凝灰

岩を伴うことがあると報告されている。

　上部玄武岩類は暗緑～黒色，緻密質で，粗面玄武岩質

である。

　このほか，地質図には省略されているが，測点18・19

付近の西彼杵町大串付近には，堆積珪石鉱床を胚胎する

海岸段丘（礫層）が小区域に分布する。

4．測定結果

第1表に示した測点を調査の対象によって区別すれ

第1表

調　査対象 測　点　番　号

結晶片岩とこれを母岩と　　　　　　　　　　1｝273，4717
する分泌石英脈

第三紀層　　　　　　　　　5
下部玄武岩　　　　　　　　　8711，16
　　　　　　　　　7ン　9，　10，　127　13フ　14面高礫岩層
　　　　　　　　　15ヲ　20，　21，　22，　23

上部玄武岩　　　　　　　　　　6
洪積層中の堆積珪石鉱床　　　　　　　　　18，19
（注）測定器はTCS－21型シンチレーション，カウンター
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　　　　　　　　　　第2表測　　定　　結　　果　　表

測点

1
2
3
4
5
6
7
8
9
10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

位 置

西彼杵郡大瀬戸町雪浦

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

　〃　焼山，万助鉱山
　〃　　　　　〃　　　　　　　〃

　〃　幸物
西海町七ッ釜，鐘乳洞

〃　大田和

〃　池崎

！ノ　　　　〃

〃　宮ノ浦

〃　面高

〃　　　　〃’

〃　　　　〃

〃　船寄

〃　丹納谷

〃　高地

〃　小郡

〃　皆割石

〃　網代

〃　　　　〃

東彼杵郡川棚町木場，旧目産鉱山

　〃　　　　　　〃　　　　　　　　　　Zノ

　〃　　　　　　〃　　　　　　　　　　〃

　〃　　〃　　　中ノ川内

　〃　東彼杵町，木場，旧彼杵鉱山

測定値
　mr／h

　0．005
0．010～0．015

O．005

0，010

0．006

0．012

0．010

0．005

0．010

0．005

0．004

0．008

0．006

0．008

0，005

0．OlO

O．013

0，013

0．010

0．005

0．016

0．Ol2

0．014

0．010

岩　　石　　性　　状

結晶片岩を貫く蛇紋岩　葉片構造発達

分泌石英脈（珪石鉱床）の母岩をなす石墨絹雲母片岩

分泌石英脈

石墨絹雲母片岩

石灰質砂岩で貝化石を多含する

紫蘇輝石撒種石玄武岩

安山岩凝灰角礫岩

紫蘇輝石轍概石玄武岩

安山岩凝灰角礫岩

　〃　　　　　　　〃

緻概石石英玄武岩

安山岩凝灰角礫岩

　　〃　　　　　〃

　　〃　　　　　〃

　　〃　　　　　〃

撒檀石石英玄武岩

石墨絹雲母片岩

洪積層中の堆積珪石鉱床

　　〃　　　　　　　　　　　〃

蛋白石質褐鉄鉱鉱層

集塊岩質安山岩

珪藻土質凝灰岩

集塊岩質安山岩

蛋白石質褐鉄鉱鉱層

ば，第2表のとおりである。

　上記各地点における測定結果は，最低が0・005mr／h，

最高は0。016mr／h（自然計数は士0．010mr／h）にとどま

り，異常値を示す地点は全く認められなかった。ただ，

傾向として，測点20～23に示したとおり，面高礫岩層で

蛋白石質褐鉄鉱鉱層を胚胎する湖成堆積物が，わずかに

高い値を示す。

　　　　　　　　5。結　　論

　西彼杵半島北部に発達する第四紀玄武岩熔岩は，上部

下部に区分され，その問に介在する凝灰角礫岩（一部で

礫岩質）は，5万分の1「蛎ノ浦図幅」では西海凝灰角

礫岩と名称されている。本項では，この凝灰角礫岩を面

高礫岩としてとりあっかったが，本層に対比されている

東彼杵郡川棚町・東彼杵町付近の凝灰角礫岩中には，湖

成堆積物を挾在し，沈殿褐鉄鉱鉱床を胚胎する。

　これら堆積層理を示す部分を主な調査対象として，放

射能強度を測定した結果，異常値を示す箇所は認められ

ず，基盤地質や地質構造上でも，当地域における放射性

鉱物の分布は期待し難い．

　　　　　　　　　文　　献

　今井功・他3名（1965）：20万分の1地質図幅「長

　　　　崎」，地質調査所

　松本達郎・他2名（1962）二目本地方地質誌r九州地

　　　　方」

　長浜春夫・松井和典（1958）：5万分の1地質図幅

　　　　　r蛎ノ浦」同説明書，地質調査所
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